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原
子
力
事
故
被
災
地
の
早
期
復
旧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る

原
子
力
発
電
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

提
出
者

賛
成
者

提
案
理
由

３
月
＝
日
に
発
生
し
た
、
東
日
本

大
震
災
は
日
本
全
国
に
衝
撃
を
与
え
た
。

こ
の
国
難
の
時
こ
そ
東
日
本
を
助
け

復
興
さ
せ
る
の
は
、
西
日
本
の
健
全

な
経
済
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
原
子
力
発
電
所
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
電

力
福
島
第

一
発
電
所
の
事
故
が
あ
っ

た
と
は
い
え
原
子
力
発
電
所
は
、
供

給
安
定
性
、
環
境
適
合
性
、
経
済
効

率
性
を
併
せ
持
つ
基
幹
電
源
で
あ
る

こ
と
は
揺
る
ぎ
な
い
。
よ
つ
て
必
要

な
対
策
を
請
じ
る
よ
う
関
係
機
関
に

要
請
す
る
た
め
本
案
を
提
出
す
る
。

い
る
。
日
本
国
に
と

っ
て
ど
う
か
と
を
考
え
、

重
大
な
決
意
で
発
議
に
至

っ
た
。

渡
辺
　
孝

議
員

福
島
原
発
の
事
故
は
、
半
年
が
経
過
し

て
も
終
息
の
目
途
が
た
た
な
い
。

事
故
に
よ
り
、
時
間
的
、
空
間
的
、
地

域
的
に
大
き
な
問
題
が
顕
在
化
し
た
。

危
険
な
原
発
か
ら
撤
退
し
、
安
心
安
全

な
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ

た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
的
に
普
及
さ

せ
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
べ
き
で
あ

ＺＯ
。賛

成
討
論

横
田
則
孝

議
員

高
浜
町
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
貢

献
し
て
き
た
。
今
後
も
継
続
す
べ
き
。

日
本
経
済
に
も
電
力

の
安
定
供
給
は
必

要
で
、
原
子
力
を
堅
持
す
る
こ
と
は
大
切

で
あ
り
、
６
項
目
か
ら
な
る
意
見
書
案
を

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

世
界
水
準

の
安
全
確
保
を
前
提
に
、
賛

成
と
す
る
。

山
本
富
夫

議
員

ま
ず
、
福
島
の
事
故
は
謙
虚
に
受
け
止

渡
辺
　
孝

議
員

全
世
界
で
福
島
原
発

の
事
故
が
注
目
さ

れ
、
原
子
力

へ
の
堤
間
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

日
本
で
も
８
割

の
国
民
が
原
子
力
は
い

ら
な

い
と
言

い
、
世
界
で
も
ド
イ
ツ
や
ス

イ
ス
の
よ
う
に
原
子
力
を
無
く
し
再
生
可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
と
転
換
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
な
ぜ
全
国
に

先
駆
け
、
こ
の
よ
う
な
意
見
書
を
出
そ
う

と
す
る
の
か
。

ま
た
、
提
案
理
由
に
は
、
原
子
力
は
環

境
適
合
性
と
経
済
効
率
性
を
併
せ
持

つ
と

あ
る
。
今
回
の
事
故
で
広
島
原
爆
２
０
発
分
の

放
射
能
が
大
気
中
に
飛
ん
だ
と

い
わ
れ
環

境
を
汚
染
し
て
い
る
。

使
用
済
み
燃
料

の
処
理
に

つ
い
て
も
技

術
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
保
管
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
。

経
済
効
率
性
を
求
め
た
こ
と
で
多
く

の

被
ば
く
労
働
者
を
生
ん
で
い
る
。

環
境
適
合
性
、
経
済
効
率
性
を
併
せ
持

つ
と
は
ど
う

で
つ
こ
と
か
。

粟
野
明
雄

議
員

脱
原
発
の
嵐

の
中
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
情
、
経
済
事
情
、
ま
た
、
立
地
の
事

情
を
冷
静
に
考
え
、
今
声
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
。

ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス

・Ｉこ
つ
い

て
も
脱
原
発
と

い
う
が
、
電
力
が
足
り
な

い
と
き
は
隣
接
す
る
フ
ラ
ン
ス
か
ら
買
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
全
体
を
見
て
も
２
０
～
３
０
％
く

ら

い
の
電
力
を
原
子
力
に
依
存
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

原
子
力
は
Ｃ

ｏ
２
を
出
さ
ず
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
有
効
で
環
境
適
合
性
が
あ
る
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
燃
料

の
有
効
利

用
で
、
プ
ル
サ
ー

マ
ル
に

つ
い
て
も
日
本

で
自
前

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
島
国
で
あ
る
日
本
に

は
必
要
で
あ
る
。

渡
辺
　
孝

議
員

日
本
列
島
は
、
地
震

の
活
動
期
に
入

っ

た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
原
発
を
動
か
そ
う

と

い
う
こ
と
は
、
高
浜
町
民
の
命
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
。

意
見
書

の
提
出
者
、
賛
成
者

の
中
に
は
、

発
電
所
と
直
接
利
害
関
係
が
あ
る
人
も

い

る
よ
う
だ
が
、
自
分
た
ち

の
利
益
を
損
な

う
か
ら
動
か
し
て
く
れ
と
言

っ
て
い
る
よ

う
に
と
れ
る
。

少
な
く
と
も
発
電
所
に
利
害
関
係
の
あ

る
人
は
お
と
な
し
く
推
移
を
み
て
い
る
べ

き
で
あ
る
。

率
先
し
て
再
稼
働
を
求
め
る
と
は
何
事

か
。
町
民
の
命
を
軽
々
し
く
扱
う
な
。

粟
野
明
雄

議
員

こ
の
夏
、
初
孫
が
産
ま
れ
命
の
伝
達
を
体

験
し
た
。
命
を
軽

々
し
く
扱

つ
て
い
な

い
。

再
稼
働
に

つ
い
て
も
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
発
電
所
に
つ

い
て
は
と
書
い
て
あ
る
。

町
民
か
ら
、
再
稼
働
を
求
め
る
声
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
り
、
幸
か
不
幸
か
、
高

浜
町
は
発
電
所
と
切

っ
て
も
切
れ
な

い
関

係
に
な

っ
て
い
る
。

自
分
自
身
も
高
浜
町
に
住
み
、
発
電
所

で
事
が
起
こ
れ
ば
ど
う
な
る
か
わ
か

つ
て

廣 横 山 栗

瀬 田 本 野

と 則 富 明
し
子 孝 夫 雄

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

管
政
権
は
、
脱
原
発
で
あ

っ
た
が
、
野

田
総
理
は
、
原
子
力
発
電

の
安
全
性
を
世

界
最
高
水
準
に
高
め
る
と

い
っ
た
発
言
を

さ
れ
た
。

高
浜
発
電
所
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
日
毎
日
安
全
姑
策

の
技
術
を
習
得
さ
れ

て
い
る
。
そ
う

い
つ
た
こ
と
を
発
信
し
て

い
く
の
が
立
地
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。

磯
部
武
史

議
員

定
期
検
査
を
終
え
た
原
子
炉
は
止
ま
っ

て
い
る
。

選
択
肢
は
、
廃
炉
と
し
て
解
体
撤
去
す

る
か
、
再
稼
働
す
る
か
で
あ
る
。

野
田
総
理
や
政
府

の
動
き
、
世
論
を
み

て
も
、
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ

の
移
行
を
す
る
に
し
て
も
、
当
面
は
原
子

力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
と

い
う

の
が
現

実
的
で
あ
る
。

直
ぐ
に
廃
炉
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

高
浜
町
民

へ
の
影
響
も
大
き

い
こ
と
か
ら

も
、
世
界
最
高
水
準

の
安
全
確
保
を
前
提

に
再
稼
働
す
る
と

い
う
意
見
書
提
出
に
賛

成
す
る
。

勝
本
緊
昭

議
員

再
稼
働
に
つ
い
て
国
の
態
度
を
明
確
に

さ
せ
る
た
め
に
も
、
立
地
議
会
か
ら
意
見

書
を
出
し
要
望
す
る
と
い
う
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

反
対
討
論

主思
　
　
　
　
　
見
　
　
　
　
　
峯
日

発議
第5号

賛成多数

採択

質

疑

質

疑原子力事故被災地の早期復旧と
エネルギー政策における原子力発電の

堅持を求める意見書

3月 11日 に発生した東北地方太平洋沖地震による東京電力福島第一原子力発電所事故は、周辺地

域の住民が長期間の避難生活を余儀なくされるなど、同じ原子力発電所を立地する高浜町民にも大

きな衝撃と不安を与えた。

高浜町議会は事業者に対 し緊急安全対策の実施を要請するとともに、国に対し原子力事故の早期

収束と、全国の原子力発電所の安全・防災対策の強化を求めてきたところである。

国においては原子力事故の収束に全力で取 り組んできたところであるが、今なお被災住民の帰還

は実現 していない。また、原子力発電の安全規制のあり方やエネルギー政策の見直し方針が示され

たが、前内閣においては政策形成プロセスが見えない中で「脱原発」という方針だけがクローズア

ップされることとなり、国のエネルギー政策の将来に対し国民に大きな不安を与えた。

エネルギー政策は最も重要な国策である。資源の無い日本が今後とも繁栄を続けていくために必

要なエネルギーはどうあるべきかの政策決定は、 しっかりとしたデータに基づく冷静な議論の末の
判断が必要である。

次ベージに統く
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高浜町議会はこれまで、原子力発電を基幹電源とするわが国のエネルギー政策に対して全面的に
協力してきた立場から、まずは、東京電力福島第一原子力発電所事故の被災地の早期復旧の実現と、
わが国のエネルギー政策が「脱原発」に大きく振れてしまうことなく、世界最高水準の安全確保を
前提として今後とも原子力発電を堅持することとなるよう、以下6点について政策に反映されるよ
う強く求める。

口己

1、 東京電力福島第一原子力発電所事故の被災地の一日も早い復旧

東京電力福島第一原子力発電所事故により、今なお避難生活を送っておられる方々が一日
も早く元の生活に戻れるよう国の責任において原子力事故を早期に収束し、放射能の除染に
総力をあげて取り組み真の終息を実現すること。

2、 基幹電源として今後とも一定程度の原子力発電比率の確保

原子力発電は、エネルギーセキュリティー面、供給安定性、地球温暖化防止といった環境
面からも優れた発電方式であり今後ともわが国にとって必要な電源である。国のエネルギー

基本計画の見直しに際しては、今後とも一定程度の原子力発電比率を確保されること。

3、 核燃料サイクルの堅持

現行の核燃料サイクルは、ウラン燃料の有効利用、核廃棄物の低減、核燃料サイクル技術
の蓄積という観点から必要であり、国のエネルギー基本計画の見直しに際しては、引き続き
核燃料サイクル路線を堅持すること。

4、 高経年化原子炉のリプレースの実施

高経年化した既設原子炉については、安全性を飛躍的に向上させることと、原子力発電所
の新規立地が困難な中、今後とも一定の原子力発電比率を確保するためにも、超安全な新型
原子炉へのリプレースを進めること。

5、 定期検査後の原子力発電所の再不家働

日本経済の復興のために、ストレステスト等で安全が確認された原子力発電所については、
立地自治体が求める安全・防災対策の実施方針を早期に示して再稼働を進めること。

6、 原子力防災・避難道路の早期整備

地域住民の避難経路の確保、原子力事故制圧の観点から、原子力発電所周辺の防災道路を

早期整備し住民が安心できる状況にすること。

その道路整備に当たっては、特別な財政支援措置をとること。

若
狭
地
域
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
区
に
推
奨
し
て
は
！

答
弁
　
一ユ
地
自
治
体
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
つ
く
る

山
本
　
富
夫

議
員

【磯
部
】

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
に
は
、
城

山
公
園
全
体
を
根
本
的
に
見
直
す
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【副
町
長
】

風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し
て
、
景
観

を
最
大
限
に
活
か
し
、
城
山
荘
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
と
イ
ベ
ン
ト
利
用
を
合
わ
せ
、

賑
わ
い
や
回
遊
性
の
創
出
に
つ
な
が
る

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

事
代
会
館
や
ボ
ー
ト
会
館
な
ど
の
所

有
者
や
地
権
者
の
方
々
、
漁
協
や
魚
商

と
い
っ
た
地
元
関
係
者
、
関
係
省
庁
と

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

【磯
部
】

事
代
区
は
会
館
の
移
転
を
了
承
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
計
画
段
階
か
ら
地
元

の
声
を
聴
き
い
れ
て
も
ら
い
た
い
。

【副
町
長
】

計
画
の
推
進
に
は
、
事
代
地
区
と
の

係
わ
り
が
大
き
い
。

公
園
以
外
に
も
、
幅
員
の
狭
い
道
路

の
拡
幅
や
、
海
岸
線
の
波
返
し
や
道
路

の
在
り
方
、
浜
灯
と
い
う
外
灯
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
計
画
な
ど
、
地
域
の
皆
様
と

意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
詳
細
は

答
弁
　
来
年
６
月
に
イ
オ
光

【磯
部
】

光
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
る
と
い
う
が
、
そ
の
詳
細
は

ど
う
か
。

【総
務
課
長
】

事
業
者
は
い
ケ
イ

・
オ
プ
テ
イ
コ
ム

で
、
来
年
３
月
か
ら
小
中
学
校
に
光
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
利
用
で
き
る
こ
と
に

な

っ
た
。

住
民
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
早

い
と

こ
ろ
で
６
月
、
遅
く
と
も
秋
頃
に
は
町

内
全
域
で
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
で
あ
る
。

速
度
は
、
１
０
０
Ｍ
ｂ
、
２
０
０
Ｍ
ｂ
、

ｌ
Ｇ
ｂ
で
月
額
５
、
１
４
５
円
か
ら
９
、

１
３
５
円
。

光
電
話
は
、
月
額
３
１
５
円
で
利
用

可
能
。

ま
た
、
ワ
イ

フ
ア
イ
や
３
Ｇ
、
ワ
イ

マ
ッ
ク
ス
と

い
っ
た
モ
バ
イ
ル
環
境
に

も
対
応
し
て
い
る
。

た
だ
、
光
テ
レ
ビ
は
姑
象
外
と
な

っ

て
い
る
。

【山
本
】

震
災
以
降

「脱
原
発
」
の
状
況
下
に

あ
る
中
で
、
わ
が
町
は
、
国
策
と
し
て

原
子
力
発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出

に
貢
献
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
今

後
は
、
若
狭
地
域
全
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
拠
点
と
し
て
地
域
の
安
全
安
心

を
世
界
最
高
峰
の
技
術
で
超
越
し
た
政

策
を
打
ち
出
し
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

産
業
が
恒
久
的
に
担
保
さ
れ
る
よ
う
官

民

一
体
と
な
っ
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
区

構
想
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
提
案
し
ま

す
。
【町
長
】

今
後
見
直
し
が
行
わ
れ
る

「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
が
若
狭
地
域
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
原
子
力
の
位
置
づ

け
を
政
府

・
与
党
に
対
し
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
作
る
。
議
会
、
若
狭
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
、

活
動
を
重
ね
る
こ
と
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
区
」
の
よ
う
な
発
想
と
機
運
が
醸
成

さ
れ
る
と
思
う
。

【山
本
】

青
葉
山
に
生
息
の
多
年
草
オ
オ
キ
ン

レ
イ
カ

（天
然
記
念
物
）
保
護
指
定
に

に
つ
い
て
、
環
境
省
レ
ツ
ド
リ
ス
ト
絶

滅
危
惧
ｌ
Ｂ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

山
野
草
マ
ニ
ア
や
登
山
者
に
よ
る
乱
獲

で
そ
の
数
が
激
減
。
罰
則
規
定
を
設
け

た
条
例
整
備
や
啓
発
等
を
含
め
た
対
策

が
急
務
で
な
い
か
？

【町
長
】

昭
和
５４
年
に
町
天
然
記
念
物
に
指
定

し
注
視
を
し
た
。
大
規
模
に
希
少
性
を

宣
伝
す
れ
ば
逆
効
果
と
言
う
こ
と
で
青

葉
山
登
山
道
に
希
少
植
物
の
保
護
看
板

を
設
置
し
た
。
今
後
は
、
京
都
府
の
条

例
が
福
井
県
で
条
例
制
定
で
き
る
の
か

「県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

の
が
絶
対

条
件
」
で

青
葉
山
レ

ン
ジ
ヤ
ー

隊
の
活
動

や
、
多
く

の
方
々
と

の
連
携
が

必
要
と
認

識
し
て
い

玄０
。

一　
　
般

　

質

　

問 コ
ン
パ
ク
ト
構
想
、
朝
山
は
ど
う
な
る

答
弁
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

磯
部
　
武
史

議
員

ヽ ノ

〉了

金
すか‐
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一　
　
般

　

質

　

問再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
　
分
散
型
電
源
と
し
て
そ
の
可
能
性
を
模
索
す
る

大
塚
　
ひ
と
み

議
員

【大
塚
】

原
発
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
今
日
ま
で
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
支
え
町
財
政
も
町
民
生

活
も
原
発
と
共
存
し
て
い
る
我
が
町
に

お
い
て
、
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
が
あ
る
か
。

【町
長
】

低
戊
素
社
会
を
進
め
る
に
あ
た

つ
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
重
要

で
あ
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
計
画

も
事
業
者
か
ら
聞
い
て
検
討
中
で
あ
る

が
、　
一
定
地
域
の
中
で
の
分
散
型
電
源

と
し
て
そ
の
可
能
性
を
模
索
し
導
入
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◆
安
土
地
先
埋
立
利
用
計
画
に
つ
い
て

【大
塚
】

約
１０
万
２ｍ
の
埋
立
地
が
安
土
地
先
に

完
成
し
て
い
る
が
、
社
会
情
勢
の
変
化

の
中
で
現
時
点
の
利
用
計
画
を
間
う
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】

計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
用
地

と
し
て
の
利
用
を
検
討
し
、
県
と
も
変

【廣
瀬
】

６
月
の
定
例
会
で
も
質
問
し
た
が
、
地

域
医
療
の
中
で
の
高
浜
病
院
の
救
急
医

療
体
制
は
充
実
し
て
い
る
か
。
町
民
は

身
近
な
病
院
で
医
療
を
受
け
た
い
と
思

う
。
地
域
で
適
切
な
救
急
対
応
を
望
ん

で
い
る
「
ま
た
原
発
事
故
を
想
定
す
る

中
で

一
次
救
急
体
制

・対
応
が
出
来
る

の
か
町
と
し
て
現
状
ど
う
み
て
い
る
か
。

【阿
長
】

現
在
の
高
浜
町
で
は
医
師
を
主
と
し

た
医
療
体
制
が
充
実
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
特
に
救
急
医
療
体
制
に
関
し
て

は
、
医
師
数
が
少
な
く
町
と
し
て
は
、

専
門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
息
者
が

多
く
、
迅
速
に
対
応
す
る
必
要
上
ど
う

し
て
も
他
の
病
院
へ
の
搬
送
が
多
く
見

ら
れ
る
。
本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
掛

か
り
付
け
の
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ

と
も
多
く
な

つ
て
い
る
。
町
外
の
医
療

機
関
へ
搬
送
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
と
も
病
院

・
行
政
が

一
体

と
な

っ
て
医
師
の
招
聘
に
全
力
を
あ
げ

た
い
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
力

災
害
か
ら
住
民
及
び
原
子
力
発
電
所
従

事
者
の
生
命
及
び
身
体
を
保
護
す
る
た

更
に
係
る
事
前
協
議
に
入

っ
て
い
る
。

◆
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
に
つ
い
て

【大
塚
】

町
民
が
主
人
公
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
予

算
に
つ
い
て
は
、
手
厚
い
予
算
を
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】

必
要
と
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
予
算
も
含
め
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
事
業
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

◆
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て

【大
塚
】

期
日
前
投
票
の
投
票
所
別
の
投
票
率

が
公
表
さ
れ
な
い
理
由
を
問
う
。
ま
た

町
内
４
ヶ
所
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

【総
務
課
長
】

期
日
前
投
票
所
は
町
全
域
の
選
挙
人

を
対
象
と
す
る
投
票
所
と
の
位
置
付
け

で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
投
票
所
別
に
開

示
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
設
置

数
の
増
加
は
人
的
確
保
や
コ
ス
ト
、
管

理
上
の
問
題
等
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
新
た
な
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

め
、
高
浜
病
院
は
初
期
被
ば
く
医
療
機

関
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
国
や
県
に

も
医
師
の
充
実
に
向
け
、
協
力

・
要
請

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◆
老
人
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て

【廣
瀬
】

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
多
く
な
り
、

ま
た
老
老
介
護
の
家
庭
も
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
入
れ
る
施
設
も
満
床
に
近
い
状

態
に
あ
り
老
老
介
護
で
は
負
担
が
大
き

い
。
在
宅
介
護
の
現
状
を
町
は
ど
う
思

う
か
。

【福
祉
課
長
】

介
護
保
険
施
設
の
問
題
は
、
高
浜
け

い
あ
い
の
里
と
お
お
い
町
の
揚
梅
苑
増

床
と
な
る
。
施
設
入
所
待
ち
の
、
状
態

が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
る
と
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
、
老
老
介
護
で
家
庭
で
の

介
護
環
境
が
十
分
で
な
く
介
護
者
の
負

担
も
増
大
し
て
い
る
状
況
も
充
分
認
識

し
て
い
る
。
町
独
自
で
認
可
の
出
来
る

小
規
模
の
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
が
設
立
で
き
る
よ
う
に
、
補
助

制
度
の
充
実
な
ど
の
環
境
整
備
を
図

っ

て
い
く
。

【横
田
】

財
政
状
況
を
見
る
と
義
務
的
軽
費
の

扶
助
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
の

軽
費
が
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
が
、

平
成
２２
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
９３

・

５
％
と
改
善
さ
れ
た
。
町
債
と
基
金
状

況
に
つ
い
て
間
う
。

【町
長
】

私
が
町
長
に
就
任
し
て
争
年
間
で
約

３０
億
円
の
債
務
を
減
額
し
１
３
０
億
円

か
ら
１
０
０
億
円
に
な
る
見
通
し
で
あ

る
。
又
、
基
金
は
４２
億
円
か
ら
５６
億
円

と
約
１４
億
円
余
り
の
積
み
増
し
が
出
来

た
。
【横
田
】

今
後
、
役
場
庁
舎
の
改
築
や
雨
水
対

策
な
ど
の
整
備
費
が
必
要
と
考
え
る
が

財
源
を
間
う
。

【町
長
】

無
理
の
な
い
返
済
計
画
に
よ
り
、
及

世
代
の
皆
さ
ん
に
も
応
分
の
負
担
、
つ

ま
り

一
定
の
起
債
利
用
を
考
え
て
い
る
。

【横
田
】

こ
ん
な
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
時
こ

そ
借
金
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
後
世
ヘ

負
担
を
残
す
の
で
は
な
く
高
浜
町
を
担

う
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
ほ

し
い
。
健
全
な
行
政
運
営
を
期
待
す
る
。

◆
高
浜
町
地
域
防
災
に
つ
い
て
間
う

【横
田
】

防
災
に
対
し
て
避
難
体
制
の
整
備
、

又
、
避
難
警
報
な
ど
住
民
へ
の
情
報
伝

達
や
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
を

原
則
に
地
域
の
絆
を
中
心
と
し
た
自
主

防
災
が
必
要
と
考
え
る
が
取
組
み
に
つ

い
て
間
う
。
　
　
　
　
ゃ

【総
務
課
長
】

．９
月
よ
り
各
家
庭
の
有
線
放
送
の
告

知
器
を
有
線
、
無
線
の
両
方
で
受
信
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ツ
ド
仕
様
の
告
知
器
ヘ

の
更
新
を
図
り
住
民

へ
の
情
報
伝
達
を

確
実
に
す
る
。
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
の
た
め
講
習
会
や
研
修
会
を
開
催

し
支
援
を
進
め
る
。

【横
田
】

今
、
減
災
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
関

屋
川
の
浚
渫
工
事
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
が
。

【建
設
整
備
課
長
】

早
急
に
県
へ
要
望
を
進
め
検
討
し
た
い
。

地
域
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
弁
　
救
急
医
療
体
制
の
対
応

廣
瀬
　
と
し
子

議
員

4 )

抑

町
の
財
政
状
況
と
◆
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

答
弁
　
事
業
の
合
理
化
や
集
約
化
が
課
題

横
田
　
則
孝

議
員

現
況
で
の
原
子
力
発
電
の
展
望
と
戦
略
は

答
弁
　
一定
の
原
子
力
堅
持
を
提
言
す
る
な
ど
の
行
動
が
必
要

上
尾
　
徳
郎

議
員

【上
尾
】

高
経
年
化
と
リ
プ
レ
ー
ス

（置
換
え
）

の
取
り
組
み
は
。
　
　
　
　
　
ャ

【町
長
】
一
定
の
減
原
発

（原
子
力
発
電
比
率

を
減
）
し
な
が
ら
、
安
全
思
想
の
新
型

炉

へ
順
次
リ
プ
レ
ー
ス
す
る
の
が
最
大

の
安
全
対
策
で
あ
る
。
立
地
嶺
南
市
町

が
連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う
協
議
す
る
。

【上
尾
】

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
捗
状
況
と

「協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
で
、
意
見
反

映
は
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
原
子
力

状
況
の
不
透
明
な
中
で
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
構
想
を
推
進
さ
れ
る
の
か
。

【副
町
長
】

施
策
内
容
を
６
項
目
に
組
み
立
て
４４

の
事
業
に
分
け
て
本
年
度
中
で
の
基
本

構
想

・
計
画
作
り
に
取
組
ん
で
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
各
種
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

な
ど
し
な
が
ら
意
見
を
集
約
し
、
町
民

の
意
見
を
反
映
し
た
協
働
の
体
制
が
徐
々

に
進
展
し
て
い
る
。
今
後
は
、
優
先
順

位
と
財
源
確
保
し
分
か
り
や
す
い
計
画

作
り
を
進
め
る
。

【上
尾
】

城
山
公
園
内
の
町
指
定
名
勝

「高
浜

八
穴
」
と
史
跡

「城
山
」
の
眺
望
整
備

と
保
全
そ
し
て
地
す
べ
り
対
策
を
。

【ま
ち
づ
ぐ
り
課
長
】

町
の
文
化
財
ま
た
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

整
備

・
保
全
に
務
め
る
。
法
面
崩
落
の

防
止
策
と
し
て
、
枝
払
い
や
伐
採
な
ど

林
業
専
門
員
や
自
然
公
園
法
に
係
る
県

と
協
議

。
調
整
を
進
め
る
。
崩
落
箇
所

に
つ
い
て
は
、
復
旧
に
む
け
修
繕
工
法

の
検
討

。
対
応
に
取
り
組
み
中
。

【上
尾
】

中
央
公
民
館
と
高
浜
地
区
公
民
館
の

位
置
付
け
は
。

【教
育
長
】

中
央
公
民
館
と
地
区
公
民
館
に
は
役

割
分
担
が
あ
り
、
高
浜
地
区
公
民
館
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
の
上
で
も
役
割
は
重

要
。
中
央
公
民
館
の
あ
り
方
は
、
公
民

館
運
営
審
議
委
員
会
に
て
検
討
し
審
議

結
果
を
中
央
公
民
館
建
設
に
反
映
す
る
。

一　
　
般

　

質

　

問
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一　
　
般

　

質

　

問原
子
力
発
電
所
立
地
町
と
し
て

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

答
弁
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
提
言
を
行
う

清
常
　
光
洋

議
員

◆
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
町
の
ス
タ

ン
ス
に
つ
い
て

【清
常
】

福
島
第
１
原
発
の
事
故
以
来
、
多
く

の
国
民
の
間
で
原
子
力
発
電
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
推
進
す
べ
き
か
、
や
め

る
べ
き
か
の
議
論
が
起
き
て
お
り
、
政

府
に
お
い
て
も

「脱
原
発
依
存
」
を
明

言
し
て
い
る
が
町
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

【町
長
】

今
後
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

。
脱

原
発
の
シ
ナ
リ
オ
も
念
頭
に
、
町
財
政

の
試
算
を
行

っ
て
い
る
が
、
町
の
経
済

は
相
当
な
打
撃
を
受
け
、
現
在
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
の
は
困
難

で
あ
り
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
政
府

に
対
し
提
言
を
し
て
い
く
。

【清
常
】

将
来
の
脱
原
発
を
見
据
え
、
蓄
電
池

等
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
誘
致
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

【町
長
】

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
企
業

に
つ
い
て
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
注
視
し
て
い
く
。

◆
使
用
済
み
核
燃
料
の
貯
蔵
に
つ
い
て

【喜月
静誦
】

福
島
第
１
原
発
の
事
故
に
よ
り
、
使

・
用
済
み
核
燃
料
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て

安
全
で
な
い
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

更
に
は
、
青
森
県
六
ケ
所
村
の
使
用

済
み
核
燃
料
処
理
工
場
は
稼
働
し
て
お

ら
ず
、
中
間
貯
蔵
施
設
を
持
た
な
い
高

浜
発
電
所
に
あ
っ
て
は
、
発
電
所
構
内

で
た
ま
り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
。

脱
原
発
よ
り

「脱
核
の
ゴ
ミ
」
が
深

刻
で
は
な
い
か
。

【町
長
】

日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
基
幹
機
能

で
あ
る
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
に
つ

い
て
は
、
稼
働
を
し
つ
か
り
行
う
こ
と

を
提
言
し
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

は
、　
一
義
的
に
は
事
業
者
で
あ
る
関
西

電
力
が
整
備
す
る
こ
と
で
あ
り
、
早
↑

整
備
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
又
、
発

熟
量
が
減
少
し
た
使
用
済
み
核
燃
料
に

あ

っ
て
は
、
現
在
の
プ
ー
ル
方
式
よ
り
、

乾
式
の
キ
ャ
ス
ク
方
式
の
ほ
う
が
安
全

で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

◆
児
童
虐
待
に
つ
い
て

【小
幡
】

年
々
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
に
つ
い

て
、
①
高
浜
町
に
お
け
る
児
童
虐
待
の

実
態
　
②
児
童
虐
待
防
止
に
取
り
組
む

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
面
の
課

題
　
③
児
童
相
談
所
が
嶺
南
地
域
で
は

敦
賀
市
に
し
か
な
け
が
対
応
に
問
題
が

な
い
か
に
つ
い
て
間
う
。
　
，

【保
健
課
長
】

①
現
在
３９
人
へ
の
継
続
支
援
を
行
な
っ

て
い
る
。
虐
待
は
長
期
化
。深
刻
化
し
て
い

′Ｏ
。②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
は
増

加
し
て
い
る
が
未
利
用
保
護
者
が
懸
念
さ

れ
る
。
相
談
員
や
指
導
員
な
ど
専
門
人
材

の
確
保
が
必
要
。

③
敦
賀
は
片
道
１
時
間
半
の
距
離
が
あ

り
対
応
遅
れ
は
否
め
な
い
。
速
や
か
に
対

応
出
来
る
体
制
を
県
に
要
望
中
。

◆
核
燃
料
税
の
見
直
し

【小
幡
】

核
燃
料
税
の
税
率
と
課
税
方
式
が
見

直
し
さ
れ
た
が
、
①
課
税
方
式
変
更
で

税
収
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
　
②
発
電

所
立
地
市
町
へ
の
配
分
方
法
は
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
決
定
さ
れ
、
高
浜
町
に

対
す
る
交
付
額
は
ど
う
変
化
す
る
か
。

【総
務
課
長
】

①
出
力
に
応
じ
て
課
税
す
る
「出
力
割
」

が
導
入
さ
れ
、
発
電
所
運
転
の
有
無
に
関

係
な
く
固
定
的
税
収
が
可
能
と
な
っ
た
。

出
力
割
で
県
全
体
で
５
年
間
で
３
０
０
億

円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
、
フ
ル
稼
働
す
れ

ば
価
格
割
で
最
大
３
０
０
億
円
が
加
算

さ
れ
る
。②
現
時
点
で
県
か
ら
何
も
示
さ

れ
て
い
な
い
。
立
地
の
市
町
協
議
会
で
は
最

低
で
も
従
前
の
県
６
割
、
立
地
・隣
接
市
町

４
割
堅
持
を
要
望
。

◆
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て

【小
幡
】

高
浜
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
計
画
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
町
内
全
体
の
事
業
実

施
計
画
の
早
急
な
策
定
・公
表
が
必
要
で

あ
る
。

【副
町
長
】

優
先
的
に
取
り
組
む
事
業
を
明
確
化
し
、

財
源
の
裏
付
け
も
示
し
た
う
え
で
事
業

実
施
計
画
を
策
定
公
表
す
る
。

獣
害
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

答
弁
　
自
助
、
共
助
、
公
助
が
要勝

本

繁
昭

議
員

【勝
本
】

有
害
鳥
獣
被
害
の
取
組
と
対
策
に
つ

い
て
、
有
害
獣
と
言
え
ば
、
農
地
と
山

林
と
思
っ
て
い
た
が
、
近
年
特
に
ま
ち

な
か
に
夜
間
出
没
が
激
し
く
な
り
、
ま

ち
な
か
の
花
木
、
草
花
を
食
い
荒
ら
し

て
い
る
。
町
内
全
域
で
の
山
際
の
恒
久

柵
や
ネ
ツ
ト
柵
が
重
要
。

善
集
落
へ
の
設
置
に
つ
い
て
説
明
等

さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】

近
年
鳥
獣
害
被
害
に
つ
い
て
は
、
農

林
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
全
体
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
集
落
あ
る
い
は
谷
筋

を
基
本
単
位
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

条
件
と
し
て
お
り
、
今
後
、
地
元
負
担

金
や
設
置
す
る
用
地
の
確
保
等
に
つ
い

て
調
整
可
能
な
地
区
に
お
い
て
は
、
協

議
の
上
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
関
係
団
体
等
が

一
体
と
な
り

鳥
獣
被
害
の
減
少
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
効
果
的
な
対

策
が
で
き
な
い
た
め
、
地
域
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
福
祉
老
人
ホ
ー
ム
の
企
業
誘
致
に
つ

い
て

【勝
本
】

我
が
町
も
高
齢
者
の
増
加
が
進
み
独

居
暮
ら
し
や
、
働
く
家
族
に
介
護
等
の

負
担
が
の
し
か
か
り
苦
し
ん
で
い
る
家

族
も
あ
る
。
自
由
に
入
居
出
来
る
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
を
誘
致
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
。

【福
祉
課
長
】

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
の
建
築
に
つ
い
て
事

業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
前
向
き

に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【粟
野
】

西
川
知
事
は
６
月
の
県
議
会
で
、

『水

産
業
の
振
興
は
魚
の
鮮
度
を
維
持
し
て
、

市
場
に
出
荷
で
き
る
よ
う
、
必
要
よ
機

器
の
導
入
を
支
援
す
る
』
と
発
言
さ
れ

て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
の
中
に
、

細
胞
レ
ベ
ル
ま
で
冷
凍
で
き
る
Ｃ
Ａ
Ｓ

冷
凍
を
導
入
し
、
販
売
力
強
化
を
目
指

さ
な
い
か
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】
　
　
　

　
　

．

島
根
県
の
海
士
町
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷

凍
施
設
の
導
入
に
よ
り
新
産
業
創
出
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

費
用
対
効
果
も
考
え
、
い
い
さ
い
き

タ
ウ
ン
と
連
絡
調
整
を
図
る
。

【栗
野
】

関
西
電
力
が
中
心
に
な
っ
て
平
成
１９

年
に
嶺
南
医
療
振
興
財
国
が
設
立
さ
れ

た
。こ
の
財
団
は
、
医
師
確
保
支
援
の
た

め

『医
学
生
奨
学
金
制
度
』
を
実
施
し
、

嶺
南
地
域
で
医
療
に
従
事
す
る
意
志
の

あ
る
学
生
を
対
象
に
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。
高
浜
病
院
も
対
象
に
な
っ
て
い

る
が
、
小
浜
病
院
組
合
に
加
入
し
た
ほ

う
が
よ
り
医
師
が
集
ま
り
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
。
小
浜
病
院
組
合
に
入
る
意

志
は
な
い
か
。

【町
長
】

高
浜
病
院
は
社
会
保
険
病
院
で
あ
り
、

行
政
が
関
与
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。
高
浜
病
院
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
排
除
せ
ず
検
討
す
る
。

【粟
野
】

今
年
は
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
い

ざ
と
い
う
と
き
何
を
持

っ
て
出
る
の
か

迷
う
。
防
災
袋
を
支
給
し
そ
の
対
応
を
行
わ

な
い
か
。

【総
務
課
長
】

非
常
時
の
持
ち
出
し
は
重
要
で
あ
る
。

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
に
も
記
載
し
て
あ

る
。
防
災
袋
を
配
布
す
る
と
、
押
し
入

れ
の
底
に
眠
つ
て
し
ま
う
。

「自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
」
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
ｏ
今
後
の
防
災

訓
練
の
啓
発
グ
ッ
ズ
と
し
て
検
討
し
た

彰り

児
童
虐
待
防
止
の
課
題
を
間
う

答
弁
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

小
幡
　
憲
仁

議
員

水
産
業
の
販
売
力
強
化
を
目
指
せ

答
弁
　
爛
い
き
い
き
タ
ウ
ン
高
浜
と

連
絡
調
整
を
図
る

粟
野
　
明
雄

議
員

舟
t

一　
　

般

　

買
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一
般
質
問

・
各
委
員
会
報
告

【渡
遅
】

国
会
で

「再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買

い
取
り
法
」
が
成
立
し
た
。
今
後
は
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
が
技
術
革
新

と
と
も
に
加
速
度
的
に
進
む
と
考
え
る
。

全
国
地
方
自
治
体
で
も
す
で
に
風
力
、

太
陽
光
、
小
水
力
、
パ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、

自
然
を
利
用
し
た
発
電
で
町
お
こ
し
に

成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
で
て
い
る
。

高
浜
町
で
も
町
独
自
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
町
づ
く
り
を
本
格
的
に

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

【町
長
】

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
な
整
備
で
は
な
く
、

地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利

用
を
積
極
的
に
取
り
組
む
。
高
浜
町
な

ら
で
は
の
低
夙
素
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
中
で
、
効
率
的
、
安
定
的
技

術
の
確
立
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

◆
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

【渡
邊
】

６
月
議
会
で
個
人
住
宅
の
耐
震
化
事

業
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
計
画
の
進

捗
状
況
を
間
う
。
対
象
と
な
る
善
戸
ヘ

「耐
震
診
断

。
改
修
工
事
」
の
案
内
を

委
員
長
　
西
出
　
秀
雄

◇
９
月
１２
日

（月
）

圏
国
日

●
議
案
第
６０
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予

算

（第
４
号
）

【補
正
予
算
の
概
要
】

歳
入
歳
出
３
億
２
、
０
０
２
万
４
千
円

を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
８６
億
５
、
７
な
６

万
４
千
円
の
追
加
補
正
。

【主
な
事
業
】

①
総
務
費
　
区
有
外
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り

替
え
る
為
の
事
業
補
助
金
。
住
民
基
本
台

帳
法
の
改
正
に
伴
う
住
基
シ
ス
テ
ム

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
な
ど
改
修
に
伴
う

費
用
。

②
民
生
費
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
見

守
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等

へ
の
団
体
補

助
金
。

③
衛
生
費
　
各
家
庭
の
住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
促
進
事
業
費
。
不
燃
物
処
分
地
の

遮
水
シ
ー
ト
修
繕
、
進
入
道
路
法
面
等
の

補
修
費
。

④
農
林
水
産
事
業
費
　
鳥
獣
害
の
な
い
里

づ
く
り
推
進
事
業

（和
田
地
係
ネ

ッ
ト
策

設
置
等
）
補
助
金
。

⑤
商
工
費
　
道

の
駅

「
シ
ー
サ
イ
ド
高

浜
」
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
置
工
事
、

駐
車
場
の
水
銀
灯
の
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
電

気
自
動
車
急
速
充
電
器

の
設
置
事
業
等

の

事
業
費
。

⑥
土
木
費
　
台
風
被
害
に
よ
る
町
道
維
持

修
繕
工
事
費
、
降
雪
時
に
備
え
た
除
雪
車

リ
ー
ス
料
、
河
川
補
修
事
業
費
。
住
宅
改

修
費
助
成
金
。

⑦
消
防
費
　
一局
浜
消
防
岡
第
五
分
団
詰
所

新
築
工
事
に
伴
う
事
業
費
。

③
教
育
費
　
小
中
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

通
信
環
境
の
為
の
事
業
費
。
福
井
国
体
に

向
け
た
事
業
費
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

答
弁
　
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る

渡
邊

　

孝

議
員

一一一一一≡一

出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【建
設
整
備
課
長
】

町
内
の
個
人
住
宅
は
３
千
２
百
戸
あ

り
、
う
ち
１
千
戸
が
対
象
住
宅
。
耐
震

化
率
は
６８

・
８
％
と
な

っ
て
い
る
。
Ⅳ

標
の
９０
％
に
向
け
周
知
の
方
法
な
ど
更

に
検
討
す
る
。

◆
介
護
保
険
料
の
値
下
げ
を

【渡
邊
】

介
護
保
険
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
第

５
期
目
に
入
る
。
介
護
保
険
料
は
被
保

険
者
お
年
寄
り
に
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
反
面
、
積
立
金
が
１
億
１
千
万
円

を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
高
額
な
積
み
立
て
は
必
要
な
く
、

来
期
の
保
険
料
を
値
下
げ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【福
祉
課
長
】

基
金
残
高
が
多
め
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
保
険
料
の
減
額
や
還
付
は
、

今
後
の
介
護
給
付
費
の
増
加
を
考
え
る
と

好
ま
し
く
な
い
。
第
５
期
（平
成
２４
～
２５

年
度
）
の
事
業
計
画
策
定
中
な
の
で
、
委

員
会
で
保
険
料
、
基
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
充
分
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

委
員
長
　
清
常

　
光
洋

◇
９
月
２‐
日

（水
）

目
ロ
ロ

①
高
浜
発
電
所
に
お
け
る

「
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
」
に
つ
い
て

②
九
州
電
力
玄
海
原
発
の
耐
震
安
全
性
評

価
入
カ
デ
ー
タ
ミ
ス
を
踏
ま
え
て
の
高

浜
発
電
所
の
対
応
に
つ
い
て

③
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
の
早
期
収
束

及
び
安
全
対
策
の
徹
底
と
再
稼
働
に
か

か
わ
る
決
議
に
つ
い
て

①

。
②
に
つ
い
て
関
西
電
力
高
浜
発
電
所

よ
り
説
明
を
受
け
る
。

①
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

定
検
完
了
の
１
号
機
が
現
在
評
価
中
で
あ

り
、
評
価
完
了
次
第
報
告
す
る
。

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、
全
て
の
施
設
同

時
事
故
を
想
定
し
た
も
の
な
の
か
と
の
質

疑
に
は
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
で
、
多
重
的

な
も
の
に
耐
え
る
か
の
評
価
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
つ
た
。

②
の
耐
震
安
全
性
評
価
入
カ
デ
ー
タ
ミ

ス
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
任
せ
で
な
く

再
チ
エ
ッ
ク
す
る
と
の
説
明
が
あ
つ
た
。

③
災
害
復
旧
費
　
台
風
被
害
に
よ
る
農
地
、

農
道
、
町
道
妙
見
山
線
等
災
害
復
旧
に
伴

う
工
事
費
。

◎
今
回
の
補
正
予
算
の
柱
は
、

「低
炭
素

の
街
づ
く
り
」
に
関
す
る
事
業
費
、
台
風

災
害
に
伴
う
事
業
費
等
で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

◇
９
月
１２
日

（月
）
、
１３
日

（火
）

●
認
定
第
１
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

【決
算
の
概
要
】

歳
入
総
額
８．
億
６
、
７
２
６
万
８
、

６
５
９
円
、
歳
出
総
額
７７
億
９
、
８
７
９

万
８
１
８
円
。

③
の
意
見
書
の
決
議
に
つ
い
て

野
田
新
首
相
は
、
中
長
期
的
に
は
原
発

の
依
存
度
を
下
げ
、
既
存
原
発
は

「
再
稼

働
を
目
指
す
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

又
、
福
井
県

の
西
川
知
事
も
枝
野
経
済

産
業
大
臣
に
対
し
、
安
全
基
準

の
提
示
、

高
経
年
化
対
策

の
強
化
、
避
難
道
路

の
整

備
等
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

更
に
は
、
立
地
協

（嶺
南

４
首
長
）
に

お
い
て
も
要
望
書
を
国
に
提
出
さ
れ
る
と

聞

い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
鑑
み
本
委
員

会

で
の
審
議
を
見
送
る
こ
と
を
提
案
し
、

委
員
の
皆
さ
ん
の
了
承
を
得
た
。

し
か
し
、
原
発
に
あ

つ
て
は
過
渡
期
に

き
て
お
り
、
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

大
多
数

の
意
見
と
し
く
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
あ

っ
て
は
、
原
子
力
ぬ
き
で

は
考
え
ら
れ
な

い
。
石
油

・
化
石
燃
料
も

安
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

確
か
に
止
め
ろ
と

い
う
世
論
は
あ
る
が
、

冷
静
に
考
え
安
全
性
を
高
め
、
推
進
し
て

い
く

の
が
立
地
町
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。

因

っ
て
今
議
会
に
お

い
て
意
見
書
を
提

出
す
べ
き
と
な

っ
た
。

少
数
意
見
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
推

進
な
ど
あ
り
え
な

い
と
言
う
意
見
も
あ

っ

た
。

道の駅急速充電器イメージ

一イ　

ヽ

て)  型
'

9月補正予算の結果 (単位:千円)

【質
疑
の
主
な
内
容
】

◆
総
務
費

間
　
中
町
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て
。

焦
田
　
８
室
の
内
２
室
使
用
し
て
い
る
が

今
後
に
つ
い
て
は
改
修
計
画
あ
り
。

問
　
防
犯
隊
員
の
女
性
の
採
用
は
。

焦
田
　
町
条
例
で
男
性
と
な

っ
て
い
る
。

現
在
希
望
者
は
な
い
が
検
討
す
る
。

問
　
夏
期
の
交
通
整
理
に
つ
い
て
浴
客

も
減
少
し
て
お
り
不
要
で
は
な
い
か
。

鎮
田　
年
々
予
算
は
減
少
し
て
い
る
。

間
　
企
業
誘
致
の
予
算
が
少
な
い
の
で
は
。

億
口
　
県
と
も
連
携
し
拡
張
を
計
る
。

間
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

・
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
。

衣
田
　
１２
月
か
ら
４
ヶ
月
間
、
社
会
実
験

を
し
検
討
す
る
。

◆
民
生
費

前
年
度
よ
り
９
．
．
％
増
と
な

っ
て
お
り
、

増
加
の
主
な
も
の
は
、
新
規
に
子
ど
も
手

当
支
給
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

各

委

員

会

報

告

建設場所…高浜町山中104‐4
(内浦公民館西側)

構  造…鉄骨造り。2階建

面   積中●156.96円f

防火水槽…V=40爾

事 業 費・

(財源)
予算額48,980千円
(国庫補助金35,000千円)
(町費   13,980千円)

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

審
議
内
容
の
要
旨

審
議
事
項

会計名 補正額 補正後の額

般 320,026 8,657,464

国民健康保険特別 4,901 1,144,384

後期高齢者医療特別 2,956 99,281

介護保険特別 6,444 アフ9,216

区 分      金額(単位:円 )

歳入総督買・中…●8,167,268,659

歳出総額・̈中●フ,798,790,818

歳入歳出差引額…368,4アフ,841

翌年度繰越財源… 73,253,500

実質J又支客買中中…295,224,341

10:蒻そィ彼卜′ごJ rl第 108号第10む号 為 対 どJ rl11



各

委

員

会

報

告

晉
員
長
　
醍
部
　
武
史

◇
９
月
ｂ
日

（木
）

○
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
９
議
案
と

陳
情
１
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
条
件
を
可
決

・
採
択
し
た
。

■
地
方
財
政
の
充
実

。
強
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択

【全
員
賛
成
で
採
択
】

田
回
囲
ロ

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

水
道
料
金
と

一
緒
に
徴
収
し
て
お
り
、

滞
納
者
に
は
定
期
的
に
支
払
う
よ
う
誓
約

書
を
書
い
て
も
ら

つ
て
い
る
。
徴
収
率
が

上
が
る
よ
う
努
力
す
る
。
【全
員
賛
成
で
採
択
】

闘
回
回
ロ

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

未
収
額
が
約
６
３
９
万
円
あ
る
。

回
収
の
見
込
み
は
。

内
浦
地
区
の
道
路
で
台
鳳
に
よ
る
被
害
が
出
て

い
る
。
道
路
を
通
る
管
路
に
影
響
は
な
い
か
。

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

動
物
が
入
り
周
辺
の
農
作
物
へ
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
。
車
両
の
出
入
り
口
な
ど
に
柵
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
は
。

担
当
課
に
報
告
し
検
討
す
る
。

ま
た
、
大
飯
発
電
所
の
災
害
制
圧
道
路

が
青
戸
大
橋
を
通
ら
な
い
和
田
ル
ー
ト
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

従
来
よ
り
和
田
小
学
校
前
の
県
道
が
危

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

安
土
公
有
水
面
に
で
き
た
道
路
を
県
道

に
格
上
げ
す
る
な
ど
、
町
内

の
交
通
緩

和

。
適
正

化
と

い
う

視
点

で
県

や
お
お

い

町
に
要
望

し
て
い
き

た

い
。

【
Ｂ
＆
Ｇ
の
移
設
と
い
う
話
の
詳
細
は
。

現
Ｂ
＆
Ｇ
の
用
地
を
工
業
団
地
に
す
る

と

い
う

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。
機
能
を
移
転

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
時

の

一
つ

の
選
択
肢
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
採
択
】

目
回
田
ロ

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

】
２８
区
画
残
っ
て
い
る
が
要
因
は
。

価
格
面
が
要
因
だ
と
考
え
、
現
在
鑑
定

評
価
を
依
頼
し
て
お
り
、
■
月
頃
に
結
果

が
出
る
予
定
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
近
隣
の
分
譲
価
格

も
見
な
が
ら
販
売
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【全
員
賛
成
で
採
択
】

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
宿
舎
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

各
施
設
に
４０
ト
ン
程
度
の
水
を
溜
め
る

こ
と
が
で
き
、
緊
急
時
に
利
用
で
き
る
。

【全
員
賛
成
で
採
択
】

目
国
回
日

■
平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

一
加
入
率
は
伸
び
て
い
る
か
。

２２
年
度
末
で
８９

・
２
％
。
徐

々
に
伸
び

て
い
る
。

◆
衛
生
費

間
　
保
健
活
動
と
し
て
健
康
診
断
を
す

る
法
的
根
拠
は
。

雲
田　
国
の
健
診
推
進
法
に
基
づ
い
て
い

Ｚ

や

。

間
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
。

羞
田　
対
象
者
に
通
知
し
て
い
る
。

間
　
斎
苑
の
広
域
化
に
つ
い
て
。

共
口
　
３
市
町
の
意
見
集
約
中
で
あ
る
。

間
　
不
燃
物
処
分
場
の
今
後
に

つ
い
て
。

基
口
　
現
在

の
処
分
地

の
管
理
も
含
め
、

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
　

・

◆
労
働
費

主
な
事
業
は
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸

付
預
託
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
補
助
金
等
と
の
説
明
が
あ

つ
た
。

◆
農
林
水
産
業
費

間
　
鳥
獣
害
姑
策
に

つ
い
て
、
和
田
地

区
が
防
護
柵
を
取
り
付
け
る
が
今

後
の
計
画
は
。

雲
国
　
３
ヶ
年
計
画
で
県
に
申
請
し
、
県

補
助
金
と
町
補
助
金
を
合
わ
せ
順

及
協
議
し
て
計
画
を
進
め
る
。

間
　
浮
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
従
来

の

防
波
堤
の
方
が

い
い
の
で
は
な

い

か
。

鎮
日
　
経
済
性
も
考
え
姑
応
し
て
い
き
た

い
。

◆
商
工
費

問
　
城
山
公
園
の
管
理

・
松
く

い
虫
対

策
に
つ
い
て
。

祭
『
　
以
前
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
り

薬
剤
散
布
を
し
て
い
た
が
、
環
境

対
策
で
廃
上
に
な

っ
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
城
山
全
体

の
樹
木
】
土

地
の
県
全
に

つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
、
商
工
費

の
主
な
事
業
費
と
し

て
松
竹
大
歌
舞
伎
事
業
補
助
金
、
道

の
駅

の
管
理
運
営
事
業
内
容
等
に

つ
い
て
の
説

明
が
あ

っ
た
。

◆
土
木
費

間
　
里
地
里
山
再
生
事
業

（み
だ
川
整

備
事
業
）
の
総
額
は
。

鉱
田
　
県
費
で
３
、
６
０
０
万
円
、
工
法

は
既
成

の
Ｕ
字
溝
を
用

い
て
い
る
。

間
　
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て
。

然
口
　
長
寿
命
化
事
業
計
画
に
よ
り
検
討

し
建
替
か
修
繕
で
対
応
す
る
。

間
　
入
札
業
者
の
審
査
に
つ
い
て
。

然
口　
審
査
基
準
に
よ
り
審
査
し
て
い
る

が
今
後
と
も
慎
重
に
対
処
し
て
い

き
た
い
。

◆
消
防
費

間
　
共
通
分
担
金

の
人
件
費
が
多

い
が
。

鑢
口
　
団
塊

の
世
代

の
退
職
者
が
多

い
こ

と
に
よ
る
。
新
規

の
採
用
に

つ
い

て
は
、
大
卒
、
高
卒
に
分
け
試
験

を
し
４
月
か
ら
採
用
す
る
。

◆
教
育
費

間
　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
各
小
学
校

の
発
電
能
力
は
。

鉱
口　
高
浜
小
１９

・
８
ｋ
Ｗ
、
和
田
小
１９

・

２
ｋ
Ｗ
、
青
郷
小
１９

・
２
ｋ
Ｗ
、

内
浦
小
中
１０

。
７
ｋ
Ｗ
で
あ
る
。

間
　
青
少
年
旅
行
村
の
利
用
状
況
は
。

祭
『
　
平
成

２２
年
度
で
約
１
、
２
０
０
人
。

利
用
者

の
要
望
と
し
て
調
理
場
所
、

雨
天
用
の
テ
ン
ト
、
シ
ヤ
ワ
ー
の

増
設
等
が
あ
る
。

◆
総
括
質
疑

福
島
原
発
の
事
故
以
来
、
脱
原
子
力

の

動
き
が
あ
り
、
原
発
立
地
町
の
立
場
は
厳

し
く
な
る
が
、
町
の
活
性
化
に
向
け
、
来

年
度
予
算
編
成
に
射
応
し
て
ほ
し

い
と

の

意
見

に
対
し
、
同
様

の
気
持
ち

で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
し

っ
か
り

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
の
容
弁
が
あ

っ
た
。

次
に

一
般
質
問
で
、
高
浜
発
電
所
が
廃

炉
に
な

っ
た
場
合

の
町
財
政
に

つ
い
て
試

算
を
し
て
い
る
と

の
事

で
あ

つ
た
が
、
そ

の
概
略

に

つ
い
て
は
と

の
質
疑

に
対
し
、

国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
体
が
示
さ
れ
て

い
な

い
現
況
で
あ
り
、
数
字
的
な
こ
と
は

差
し
控
え
る
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

◎
討
論

・
採
決

反
対
討
論
と
し
て
、
財
源
に

つ
い
て
は

原
発
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
発
が

廃
炉
に
な

っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
将
来

的
に
維
持
で
き
な

い
の
で
は
な

い
か
等

の

観
点
か
ら
認
定
で
き
な

い
と
す
る
反
汁
討

論
が
あ

つ
た
。

【賛
成
多
数
で
原
案
認
定
】

簡
易
水
道
地
区
の
消
火
栓
は
、
火
災
発
生
時

の
初
期
消
火
な
ど
十
分
対
応
で
き
る
か
。

報
告
を
受
け
現
地
を
確
認
し
た
が
、
現

在
影
響
は
出
て
い
な
い
。
【全
員
賛
成
で
採
択
】

聰

台風による被署で片恨V交互通行の道路

公有水面埋立事業でできた土地 (安土)

宴
会
利
用
者

の
減
少
な
ど
収
入
が
減

っ

て
い
る
要
因
は
、
食

の
部
分
が
最
大
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

震
災

の
影
響
な
ど
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、

こ
の
夏
は
去
年
よ
り
少
し
良
か

つ
た
こ
と

か
ら
も
挽
回
で
き
る
要
素
は
あ
る
。
赤
字

を
出
さ
な
い
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【全
員
賛
成
で
採
択
】

町
民
の
間
で
よ
く
耳
に
す
る
が
、
料
理
に
対

す
る
苦
惰
は
な
い
か
。

２２
年
度
決
算
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
が
、
２３

年
度
の
見
込
み
は
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

陳
情
第
２
号

告

委

員

会

報

告

認
定
第
１０
号

町
の
財
政
は
健
全
で
す

自
治
体
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に

よ
り
、
平
成
１９
年
度
か
ら
財
政
健
全

化
判
断
の
指
標
と
し
て
、
数
値
の
公

表
及
び
監
査
委
員
の
審
査
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

全
て
の
項
目

・
数
値
に
つ
い
て
、

国
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
て
お
り
健

全
な
財
政
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

監
査
委
員
の
意
見
と
し
て
、
数
値

に
つ
い
て
特
に
指
摘
事
項
は
な
い
が
、

国
の
基
準
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

財
政
健
全
化
に
努
め
る
よ
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

実質赤字比率      -     1500/。

連結実質赤字比率    ―   1  20.00/。

実質公債費比率   12.60/0   2500/O

将来負担比率      -    35010。/0
※赤字額がないため比率は「―」と記載している。
※事業会計 (国民宿舎・水道・簡易水道・公共下水道・

集落排水)全てにおいて資金不足比率はありません。
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各

委

員

会

報

告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

署
議
事
項

奮
員
長
　
横

田
　
則
孝

付
託
案
件
の
審
査

０
議
案
第
６‐
号

■
平
成
２３
年
度
　
一局
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

償
還
金
の
内
訳
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

０
議
案
第
６２
号

■
平
成
２３
年
度
　
一局
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

住
民
基
本
台
帳
法
改
正
に
伴
う
改
修
に

つ
い
て
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
伴
う
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修

一
式
で
契
約
し
て
費
用
を

接
分
し
て
は
ど
う
か
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
に
国
保
や
後
期
高

齢
者
介
護
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
で
予
算
計
上
し
、
契
約
を
し
て
い
く
予

定
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

●
議
案
第
６３
号

■
平
成
２３
年
度
　
一局
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

介
護
認
定
の
基
準
や
判
断
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
た
。【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

●
認
定
第
２
号

■
平
成
２２
年
度
　
一局
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

出
産
費
資
金
貸
付
費
用
は
新
し
く
直
接

支
払
制
度
が
出
来
た
た
め
、
こ
の
貸
付
制

度
は
不
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
医
療
機
関
に
よ

つ
て
は
直
接
支
払
制
度

で
は
支
払
ま

で
約

２
ヶ
月
か
か
る
た
め
、

そ
の
場
で
支
払

い
と

い
う
と
こ
ろ
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
、
そ
の
た
め
貸
付
事
業
を
残

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

っ

た
。反
姑
討
論
と
し
て
、
今
回
、
保
険
税

の

賦
課
金
限
度
額

の
値
上
げ
が
あ
り
、
高
額

所
得
者

の
負
担
が
増
え
る
。
そ
も
そ
も
保

険
税
が
高

い
た
め
、
保
険
税
を
引
き
下
げ

る
べ
き
と
考
え
、
決
算
認
定
に
反
対
す
る

と
の
討
論
が
あ

つ
た
。

【賛
成
多
数
で
原
案
認
定
】

●
認
定
第
３
号

■
平
成
２２
年
度
　
一局
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

和
田
診
療
所
に
お
け
る
町
内
の
巡
回
診

療
に
つ
い
て
の
質
疑
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

事
業
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
認
定
】

●
認
定
第
４
号

■
平
成
２２
年
度
　
一局
浜
町
老
人
保
健
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

質
疑
、
討
論
は
特
に
な
し

【全
員
賛
成
で
原
案
認
定
】

●
認
定
第
５
号

■
平
成
２２
年
度
　
一局
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

普
通
徴
収
者
の
人
数
と
同
じ
よ
う
な
短

期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
対
象
者
の
質

疑
が
あ
り
、
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
数

は
全
体
で
１
、
６
５
０
名
ほ
ど
お
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
、
普
通
徴
収
は
３
０
０
名
程
度

で
あ
り
、
又
、
短
期
保
険
証
制
度
と
し
て

は
高
浜
町
で
は
現
在
、
該
当
者
が
い
な
い

と
の
容
弁
が
あ
っ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
認
定
】

●
認
定
第
６
号

■
平
成
２２
年
度
　
一局
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

介
護
予
防
を
深
め
る
た
め
地
域
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
も
う
少
し
各
地
で

充
実
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
た
。

現
在
、
地
域
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
は
町
内

で
・５
箇
所
、
毎
月
、
１
回
開
催
し
て
い
る
。

担
当
者

一
人
で
は
手
が
回
ら
な

い
の
で
民

生
委
員
や
老
人
会
、
ま
た
、
地
域

の
方

々

に
お
世
話
に
な

っ
て
開
催
し
て
い
る
と

の

答
弁
が
あ

っ
た
。【全

員
賛
成
で
原
案
認
定
】

∪

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
視
察
研
修

◇
平
成
２３
年
１０
月
４
日

（火
）
～

１０
月
５
日

（水
）

視
察
先
①

愛
知
県
豊
橋
市

豊
橋
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

視
察
先
②

〓
一重
県
川
越
町

川
越
町
役
場

（平
成
Ю
年
新
庁
舎
を
見
学
）

ヽ

一
ｒ

一
ロ 1ロ ロ

一
∬

― ―二 と

豊橋こども発達センター
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地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会

晉
員
長
　
廣
瀬
と
し
子

◇
９
月
２０
日

（火
）

委
員
長
　
山
本
　
曹
爾
夫

◇
９
月
２０
日

（火
）

当
委
員
会
は
、
高
浜
町
の
各
種
団
体
に

獣
害
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
。

出
席
団
体
は
、
高
浜
町
農
業
委
員
会
２

名
、
高
浜
町
農
家
組
合
３
地
区
、
和
田
営

農
組
合
、
高
浜
区
長
連
合
会
４
地
区
、
高

浜
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
、
嶺
南
振
興

局
農
業
経
営
支
援
部
３
名
。

現
在
の
鳥
獣
被
害
の
実
態
報
告
を
ま
ち

づ
く
り
課
よ
り
説
明
の
後
、
各
団
体
か
ら

サ
ル
、
鹿
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
等
の
被
害
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
猿
対
策
が
深
刻
で

個
体
数
を
減
ら
す
し
か
方
法
が
な
い
、
動

物
愛
護
団
体
等
と
の
対
応
が
大
事
で
は
な

い
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

嶺
南
振
興
局
か
ら
は
、
小
浜
市
で
は
林

道
ウ
オ
ー
ク
の
施
策
で
、
林
道
整
備
に
よ

る
山
歩
き
を
実
施
し
て
動
物
に
警
戒
さ
せ

る
。
更
に
整
備
し
た
林
道
に
恒
久
柵
を
設

置
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
安
全
性
の
あ
る
ワ
ナ
等
が
紹

介
さ
れ
、
今
後
の
高
浜
町
で
の
応
用
も
検

討
さ
れ
た
。

多
く
の
意
見
は
、
大
変
有
意
義
で
あ
り
、

今
後
の
対
策
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
委
員

会
で
確
認
し
た
。

委

員
　
西
出
　
秀
雄

◇
平
成
２３
年
７
月
１４
日

（木
）
午
前
Ｈ
時

敦
賀
市
立
図
書
館
３
階

仮
議
席
の
指
定
が
あ
り
、
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
、
教
賀
市

の
高
野
新

一
議
員
が
、

全
員
賛
成
で
議
長
に
決
定
。

次
に
委
員
議
席
の
指
定
が
あ
り
、
３
番

議
席
に
勝
本
繁
昭
議
員
、
１４
番
議
席
に
西

出
秀
雄
議
員
に
決
定
さ
れ
、
次
に
会
議
録

署
名
議
員
に
９
香
松
岡
喜

一
議
員

（若
狭

町
）
、
１０
番
籠

一
郎
議
員

（敦
賀
市
）
が

指
名
さ
れ
会
期
は
７
月
１４
日
、
１
日
限
り

と
決
定
。
諸
般
の
報
告
が
あ
り
、
　

次
に

副
議
長
選
挙
が
あ
り
、
美
浜
町
の
北
村
晋

議
員
に
決
定
。

次
に
、
議
案
第
４
号
、
嶺
南
広
域
行
政

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
件
、
お
お
い
町
の
新
谷
欣
也
議
員
を
、

全
員
賛
成
で
同
意
す
る
事
に
決
定
し
、
そ

の
他
の
質
疑
は
な
く
閉
会
し
た
。

委

員
　
山
本
　
曹
田
夫

◇
平
成
２３
年
７
月
１
日

（金
）

若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

一
坤
排

（ ２３
第
類
聟

消
防
組
〈口
一
般
〈零
計
催
正

高
浜
町
西
三
裕
に
設
置
　
防
火
水
槽
新
設

工
事
１
６
、
９
０
５
千
円
な
ど
。

一蟻蝶嚇牌鶴について

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
購
入
契
約
金
額

１
７
８
、
３
９
５
千
円

以
上
２
議
案
全
員
賛
成
で
可
決
。

議
案
第
３
号

若
狭
消
防
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

山
本
富
夫

高
浜
町
議
会
議
員
が
全
員
賛
成

で
選
任
。
そ
の
他
、
議
長

上
野
精

ズ
小
浜

市
議
会
）
、
副
議
長

霜
中
茂
実

（若
狭
町

議
会
）
選
任
。

嶺
南
医
療
振
興
財
団
は
、
嶺
南
地
域

の

医
師
不
足
を
解
消
し
医
療
水
準

の
向
上
に

寄
与
す
る
目
的
で
、
関
西
電
力
い
が
中
心

と
な
り
、
平
成
１９
年

３
月
１
日
に
設
立
さ

れ
た
。
財
団
で
は

「
医
学
生
奨
学
金
制
度
」
を

設
け
、
医
学
科
生
に
奨
学
金

の
貸
与
を
行

っ
て
い
る
。
貸
与
を
受
け
た
医
学
科
生
は
、

嶺
南
地
域
の
公
的
な
病
院
及
び
診
療
所
に

４
年
間
勤
務
し

た
場
合
、
奨
学

金
の
返
済
が
免

除
さ
れ
る
。

現
在
３７
名
の

医
学
科
生
が
制

度

を

利

用

し

、

３
名
が
医
師
臨

床

研

修

中

で
、

２５
年
度
か
ら
嶺

南
地
域
の
医
療

機
関
で
の
勤
務

が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

公
益
財
団
法
人

嶺
南
医
療
振
興
財
団
よ
り
現

状
と
今
後
の
状
況
に
つ
け
て
説
明
を
聞
く
。

円００８５３７円

　

る

８００
　
随

７
，
　

免

０

　

　

●

Ⅲ

各

委

員

会

報

告
医学生 医 師

碑零審生3年生14年生 5年生 6年生励一鰤
3年目 4年目

15年
目 6年目

勤務先は
自由に深椒 指定医療機関に勤務

鳥
獣
害
防
止
対
策
特
別
委
員
会

嶺
南
広
域
行
政
組
合
臨
時
会

一
坤
］
榊
押
讐
鴫
つ の
蜘
嚇
に
つ
き
意
見
を

福
永
広
子
氏
を
全
員
賛
成
で
適
任
と

認
め
る
。

一獅議韓蒙鍔委員の任命について

松
本
吉
正
氏
の
再
任
に
つ
い
て
全
員

賛
成
で
同
意
。

人事木安作

若
狭
消
防
組
合
議
会
報
告



監

査

報

告

平
成
２３
年

第
５
回
（９
月
誓
同
浜
町
議
会
定
例
会

平
成
２２
年
度
に
お
け
る
高
浜
町
の

一
般

会
計
、
特
別
会
計
並
び
に
公
営
企
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
小
幡

憲
仁

監
査
委
員
と
と
も
に
審
査

い
た
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告

い
た
し
ま

す
。審

査
の
姑
象
は
、　
一
般
会
計
、
１０
の
特

別
会
計
、
２
の
公
営
企
業
会
計
、
す
な
わ

ち
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
県
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
公
有
水
面
埋

立
事
業
特
別
会
計
、
宅
地
分
譲
事
業
特
別

会
計
、
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
、
水
道

事
業
特
別
会
計
で
あ
り
ま
す
。

審
査

の
期
間
は
、
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
６
月
２７
日
か
ら
８
月

１
日
、
そ
の

ほ
か
の

一
般
会
計
等
は
８
月
１
日
か
ら
８

月
１９
日
ま
で
の
間
で
行

い
ま
し
た
。

審
査
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
平

成
２２
年
度
決
算
書
類
及
び
出
納
事
務
な
ど

の
関
係
諸
帳
簿
に
つ
い
て
、
そ
の
計
数
、

正
確
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か

つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
な
ど
、
細
部

に
わ
た
り
調
査
、
照
合
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
運
営
の
状
況
等
に

つ
き
ま

し
て
は
、
例
月
出
納
検
査
及
び
定
例
監
査

の
結
果
を
参
考
に
、
関
係
職
員
に
も
説
明

を
求
め
、
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
そ
の
計
数
は
い
ず
れ
も

関
係
諸
帳
簿
と
符
合
し
て
正
確
で
あ
り
、

そ
の
内
容
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

の
決
算

に

つ
き
ま
し

て
は
、

歳

入

総

額

８．
億

６
、

７

２

６
万

８
、

６
５
９
円

で
あ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て

７

・
４９
％
の
増
額
で
あ
り
ま
し
た
。
国
庫

補
助
金
事
業
に
伴
う
補
助
金
収
入
１
億
９
、

２
２
６
万
９
、
０
０
０
円
が
翌
年
度

へ
繰

り
越
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
収
入
率

は

９６

。
５．
％
と
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
て

０

・
０２
ポ
イ
ン
ト
低
下
を

い
た
し
ま
し
た
。

収
入
済
額
の
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
な
と
こ
ろ
で
は
、
地
方
経
済
の
低
迷
に

よ
る
個
人
所
得
の
減
少
か
ら
個
人
町
民
税

が
６

・
０９
％
の
減
額
、　
一
方
、
法
人
町
民

税

は
電
力
事
業
者

の
収
支
改
善

に
よ
り

１
７
６

・
１８
％
の
増
額
を
し
た
ほ
か
、
子

ど
も
手
当
に
よ
り
民
生
費
国
庫
負
担
金
が

‐
０
０

。
９０
％
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。一

般
会
計
全
体
で
の
収
入
未
済
額
は
２

億
８
、
２
９
４
万
６
、
２
５
１
円
で
あ
り
、

翌
年
度

へ
繰
り
越
さ
れ
た
国
庫
補
助
金
事

業

に
伴
う
収
入
未
済
額
を
除

い
た
町
税
、

保
育
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど
収
入
未
済
額

の
合
計
は
、
９
、
０
６
７
万
７
、
２
５
１

円
と
な
り
ま
し
た
。
町
税
に
関
し
ま
し
て

は
、
徴
収
率
は
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
増
の
９８

，
２
％
で
、
収
入
未
済
額
は

５
、
３
１
０
万
９
、
９
６
６
円
で
あ
り
ま

し
た
。
税

の
負
担

の
公
平
を
保

つ
点
か
ら

も
、
滞
納
者

の
状
況
把
握
に
心
が
け
、
滞

納
整
理
に
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願

い
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
関
し
ま
し
て
は
、
歳
出
総
額

７７

億
９
、
８
７
９
万
８
１
８
円
で
あ
り
、
前

年
度
と
比
べ
て
９

・
５６
％
の
増
加
で
あ
り

ま

し

た

。

１
億

３
、

３

６

２
万

１
、

０
０
０
円
の
事
業
費
が
翌
年
度

へ
繰
り
越

さ
れ
ま
し
た
が
、
執
行
率
は
９５

・
４７
％
で
ヽ

前
年
度
に
比
べ
て
１

・
５３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
お
り
ま
す
。
不
用
額
は
歳
出
予
算
額

の
２

・
８９
％
と
な
る
２
億
３
、
６
２
６
万

３
、
６
１
０
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
額
は

前
年
度
に
比
べ
て
２７

・
６２
％
減
少

の
２
億

９
、
５
２
２
万
４
、
３
４
１
円
で
あ
り
ま

し
た
。
町
の
財
政
力
低
下
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
無
駄
を
省
き
、
効
率

の
よ
い

予
算
執
行
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た

い
と

思
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
を
除
く
Ю
の
特
別
会
計

の
決
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額
３．

億
４
、
７
４
１
万
５
、
８
５
７
円
、
歳
出

総
額
３．
億

８
４
６
万
９
、
３
９
０
円
で
あ

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
歳
入
で
６

・
５８
％

の
減
少
、
歳
出
で
５

・
５．
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
会
計
全
体

の
執
行
率
は

９５

，
６３
％
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
。

国
民
健
康
保
険
税
等

の
収
入
未
済
額
の

合
計
は
５
、
８
１
６
万
９
７
９
円
で
あ
り
、

一
般
会
計
と
同
様
に
、
滞
納

の
整
理
に
は

さ
ら
な
る
努
力
を
お
願

い
し
た

い
と
思

い

ま
す
。
ま
た
、
宅
地
分
譲
事
業
特
別
会
計

に
お
け
る
坂
田
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
分
譲

の
販
売
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
同
様
、

実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
財
政
が

年

々
厳
し
さ
を
増
す
状
況
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
財
産

の
適
正
な
管
理
、
的
確
な
整

理
に
努
め
、
早
期
に
完
売
で
き
る
よ
う
新

た
な
取
組
み
に
期
待
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
積
立
基
金

の
額

は
、
平
成
２２
年
度
中
に
８
億

５
、
１
１
７

(ノ
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万
５
、
４
１
２
円
を
増
加
し
、
合
計

５６
億

７
、
３
７
４
万
５
、
６
６
３
円
と
な
り
ま

し
た
。
基
金

の

一
部
で
国
債
を
購
入
す
る

な
ど
運
用
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
年
度
末
に
お
け
る
地
方

債
残
高
は
合
計
で
１
１
０
億
１
、
０
３
５

万
１
、
０
０
２
円
で
あ
り
、
平
成
２５
年
度

ま
で
Ю
億
円
を
超
え
る
地
方
債
の
返
済
が

続
く
状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

の
決
算

で
は
、
ま
ず
国

民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
と
比

べ
て
年
間
利
用
者

は

１
万

４
、
８
９
０
人
で
、
５

・
Ю
％
の
減
少
を

し
て
お
り
ま
す
。

そ

れ

に
伴

い
、

営

業

収

益

も

９
、

８
６
７
万
２
、
９
８
２
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
５

，
９．
％
減
少
し
て
お
り
、
人
件

費
を
含
む
経
費

の
節
減

に
努

め
た
結
果
、

営
業
費
用
は
１
億
６
１
０
万
７
４
５
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
２

・
０４
％
減
少
し
ま
し

た

が

、

営

業

損

失

は

７

４

２
万

７
、

７
６
３
円
の
赤
字
で
あ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
１
１
５

・
８０
％
増
加
し
て
お
り
、　
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
額
を
減
ら
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
常
損
失
は
７２

万
９
５
２
円
の
赤
字
で
し
た
。
今
後
は
料

金
収
入
に
よ
る
経
営
の
自
立
を
目
標
と
し
、

新
規
利
用
者

の
獲
得
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保

の
た
め
に
、
特
色
あ
る
料
理
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、

顕
在
化
し

て
お
り
ま
す
建
物

の
老
朽
化
、

機
械
設
備

の
経
年
劣
化
に
も
将
来
を
見
据

え
た
的
確
な
対
応
を
早
急
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
な
お

一
層
収
益
向
上
の
努
力
を

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
使
用
水
量
は
前
年
と
比
べ
て
０

・

４‐
％
の
増
加
、
１
４
７
万
１
、
８
０
１
立

米
と
な
り
、
年
間
有
収
率
は
９３

・
２９
％
で
ヽ

前
年
度
と
比
べ
て
０

。
１７
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
営
業
収
益
は
１
億
６
、

９
７
６
万
３
、
３
０
６
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
０

。
１４
％
の
増
加
。
対
す
る
営
業

費
用
は
１
億

５
、
９
２
７
万
３
、
９
４
４

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２

・
１２
％
増
加

し
て
お
り
、
営
業
利
益
は
前
年
度
と
比
べ

て
２２

・
６４
％
減
少

の
１
、
０
４
８
万
９
、

３
６
２
円
。
営
業
外

の
収
益
、
費
用
、
特

別
損
失
を
算

入
後

の
当
年
度
純
利
益

は

１
、
３
８
４
万
３
、
６
４
５
円

の
黒
字
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
２０

。
Ｍ
％
減
少

い
た
し

ま
し
た
。

給
水
契
約
件
数
、
使
用
水
量
は
前
年
を

上
回

っ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
は
給
水
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

老
朽
に
伴
う
施
設
の
改
修
等
も
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
水
道
は
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
す
の
で
、
良
好
な
状
態
を
維

持
し
、
計
画
的
な
施
設
設
備

の
更
新
、
災

害
姑
策
強
化
な
ど
、
経
営
基
盤

の
強
化
に

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
お
、

い
ず
れ
の
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
も
、
企
業
会
計

の
基
本
経
営

の
基
本

原
則
で
あ
る
経
済
性
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
、
積
極
的
な
、
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度
完
成
工
事

の
監
査
で
は
、

対
象
と
し
て
、
高
浜
配
水
池
耐
震
補
強
工

事
の
１
件
に
つ
き
ま
し
て
現
地
確
認
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
十

分
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
適
正
な
管
理
の
も
と
、
効
果
の

高
い
施
設
の
利
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

町
財
政
全
般
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
主

財
源
比
率
が
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
５
ポ
イ
ン

ト
低
下
の
５８

・
３
％
で
、
県
下
の
平
均
に

近
づ
く
と
と
も
に
、
財
政
力
指
数
は
３
カ

年
平
均
で
０

・
９
３
６
と
な
り
、
経
常
収

支
比
率
は
平
成
１９
年
～
２．
年
度
ま
で
３
年

連
続
で
９９
％
前
後

の
値
と
な

っ
て
い
た
が
、

今
年
度
は

９３

・
５
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

経
常
的
な
余
剰
財
源
が
乏
し
く
、
か
な
り

硬
直
化
し
た
財
政
状
態
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。依

然
と
し
て
低
迷
す
る
経
済
状
況
の
中

で
、
当
町
に
お
い
て
も
町
税
を
初
め
と
す

る
自
主
財
源
の
減
少
、
地
方
分
権
の
推
進

に
よ
る
地
方
負
担
の
増
加
な
ど
、
財
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
際
し
、
事
業
評

価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
客
観
的
な

事
業
効
果
の
検
証
、
思
い
切

っ
た
事
業
の

見
直
し
な
ど
経
費
の
削
減
と
合
理
化
を
図

り
、
ま
た
そ
の
経
過
や
結
果
の
公
表
に
努

め
る
な
ど
町
民
に
も
理
解
を
示
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
形
で
の
行
財
政
の
改
革
、

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

長
期
的
な
展
望

の
も
と
状
況
を
的
確
に

と
ら
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
高
浜
町
を

担
う
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
良
質
で

効
果
の
高

い
事
業

の
推
進
に
努
め
、
健
全

な
行
財
政
運
営

の
維
持

・
増
進
が
な
さ
れ

る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
監
査
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

監

査

報

告



1

前
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

り

ま

3
日
の
結

分

り

2

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
程
多
く
の
参
加
者
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し

『継
続
は
力
』
で
す
。

や
ら
せ

・
演
出
の
類
は
一切
無
し
、
そ

の
う
え
予
算
ゼ
ロ
で
始
め
ま
し
た
の
で
最

初
は
シ
ョ
ボ
イ
報
告
会
だ
つ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

出
前
報
告
会
は
こ
れ
か
ら
も
毎
年
１０

月
と
４
月
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
報
告
会
が
終
わ
れ
ば
反
省
会
を

行
な
い
、
少
し
で
も
内
容
が
充
実
し
て
い

く
ょ
う
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
か
今
後
の
出
前
報
告
会
に

ご
期
待
い
た
だ
き
、
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
が
暮
ら
す
こ
の
町
が
ど
ん
な

課
題
に
直
面
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向

け
て
議
会
で
は
い
つ
た
い
ど
ん
な
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

高
浜
町
の
行
政
を
チ
ェ
ツ
ク
す
る
の
は

我
々
議
会
で
す
が
、
そ
の
議
会
を
チ
ェ
ツ

ク
す
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

こ
れ
ま
で
議
会
運
営
委
員
会
で
出
前

報
告
会
の
実
施
要
領
づ
く
り
か
ら
報
告

会
の
運
営
方
法
、
報
告
内
容
の
検
討
な

ど
開
催
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
よ
う
や
く
実
現
し
関
係
者
一

同

「ほ
つ
と
」
し
て
い
ま
す
。

出
前
報
告
会
の
目
的
は
実
施
要
領
に

『町
議
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
議
員
自

ら
が
地
域
に
出
向
き
町
民
に
直
接
報
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
活
動
に
対
す

る
批
判
や
意
見
、
町
政
に
対
す
る
提
言

な
ど
を
直
接
聴
取
し
、
本
町
議
会
の
機

能
を
高
め
、
活
力
あ
る
発
展
に
資
す
る
』

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
直
接
報
告
し
、
批
判
や
意
見
、

提
言
を
聴
く
こ
と
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
多
く
の
町
民
に
参
加
い

た
だ
き
、
多
く
の
批
判
や
意
見
、
提
言

た
だ
く
こ
と
が
、
議
会
出

の
目
的
に
適
う
こ
と
に
な
り

切
の
関
係
で
１。

月

１５

班編成

01班
粟野副議長、渡辺、小幡、井ノ元

02班
的場議長、西出、上尾、大塚

03班
粟野冨」議長、山本、横田、清常

04班
的場議長、勝本、磯部、廣瀬

阿議会出訪霧告会  額留 0月と4月 rc~F汗7催します。

●平成23年ηO月 15日 (土)13:30～ 15:00 0平成24年 4月 15日 (日)13:30～ 15:00
・高浜地区:文化会館小ホール (1班が担当) ・高浜地区会場 (4班が担当)
・内浦地区:内浦公民館和室 (2班が担当)  。内浦地区会場 (3班が担当)
0平成23年 10月23日 (日 )13:30～ 15:00 0平成24年4月 21日 (土)13:30～ 15:00
・和田地区:和田公民館ホール (3班が担当) 。和田地区 (2班が担当)
。青郷地区:青郷公民館ホール (4班が担当) ・青郷地区 (1班が担当)

4月出前報告会 (予定 )10月出前報告会

や
５
月
豪
雨
、そ
し
て
台
風

す
る
地
震
と
、
い
つ
何
処
で
災
害
が

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
に
つ
い
て
、議
会

で
も
議
論
し
て
い
ま
す
が
「自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」
を
基
本
に
、
地
域
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
高
浜
町
の
将
来
に
も
関
わ
り
ま
す

「
原
子
力
発
電
に
対
す
る
意
見
書
」
の
採
択
に
つ

い
て
、
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、初
め

て
取
り
組
み
ま
し
た
「出
前
報
告
会
」
の
開
催
に

っ
き
ま
し
て
掲
載
致
し
ま
し
た
。

高
浜
町
は
今
、
大
変
重
要
な
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
情
報
を
提
供
す
る
、
広
報
誌

の
役
割
は
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ん
の
い」意
見
、ご
感
想
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

文
責
　
上
尾
　
徳
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広
報
特
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会

委
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長
　
磯
部
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大
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委

員
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郎

井

ノ
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廣

瀬
と
し
子

清
常
　
光
洋

記
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議
会
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
あ
な
た
で
す

町
議
会
出
前
報
告
会
を
は
じ
め
ま
し
た

議
会
運
営
委
員
長
　
小
幡

憲
仁

導
i


